
ればならない、これまでのシステム環境ではリアル
タイムでの対応はむずかしかったのです。一括し
たパッケージの中で動かさないと効率はよくなりま
せん」
こうして、和光堂のIT戦略は基幹業務統合型の
ERP導入へと移っていくことになります。

ソリューション
実績と安心感でSAP R/3を選択、
そしてビッグバン導入
ERP導入にあたって和光堂では経営企画部を
中心に2003年4月にプロジェクトを立ち上げま
す。構想策定フェーズの中で、基幹システムには
何がよいのか議論がなされました。しかし実は、
それ以前から「ERP導入はSAPのシステムで」
という選択肢が念頭にあったそうです。そのあ
たりの経緯について長島氏は次のように話して
います。
「すでに多くの会社で使われていて、実績がある
ということでSAPのシステムを選びました。安心感
が違うということです。さらに私たちの親会社が
先行してSAPを導入していて、その活用事例を
身近に学んだということもあり、ERP導入の方向
はSAPに決まりました」
SAP R/3の導入が決まり、次はパートナー役とし
てのシステム･ベンダー選びでは、ベンダーに関し
ては特にこだわらず、色々なところから情報を得よ
うと考えていたそうです。日本IBMはそうしたベン
ダーの1社でした。
「まず、IBMに声をかけたら、素早いプレゼンテー
ションをしてくれました。また、IBMはサーバーやミ
ドルウェアの導入に関してもSAP事例での実績
が数多く、トラブルなど万が一の場合にも問題な
く対応していただけると考えました。SAP導入に
関する経験も豊富で、そのビジネス･モデル創出
でも実績があったので、R/3の導入をお願いする
ことになりました。SAPサイドもIBMと一体になって

和光堂株式会社（以下、和光堂）は、1906年創
業の老舗の乳幼児関連製品メーカー。日本にお
ける小児医学の創始者である弘田長博士が、当
時乳幼児の死亡率が高いことに心を痛め、育児
に必要な医療品をドイツから輸入･指導販売し
たことが始まりです。以来、ベビーフードをはじめ
多くの育児用品を開発してきました。事業拡大に
も意欲的で、現在では中高年層にまで対象を広
げ、生活文化提案企業として新たな活動を進め
ています。

お客様ニーズ
自社開発システムの限界を
ERPの導入で、どうやって乗り越えるか
育児用品事業と、食品事業が和光堂を支える大
きな柱です。事業をさらに拡大し、利益も増やし、
お客様はもとより、株主や社員にとっても、もっと価
値ある会社にするために和光堂は、IT施策とも
連携させながら中期計画を立ち上げました。
和光堂はこれまで自社開発のシステムでさまざま
な業務に取り組んできました。しかし、中期計画で
示された事業拡大構想や経営環境の変化の中
にあって、これからも自社開発のシステムで対応
できるのだろうかという大きな課題に直面していま
した。
「自社開発のシステムには限界を感じていまし
た。例えば、四半期決算にはすみやかに数字を
出さなければならないのですが、今まで使ってい
たホスト･システムから出てくる情報を決算として
まとめるためには二重の手間や時間がかかりま
した」と話すのは和光堂 経営企画部部長の長
島豊明氏。
和光堂 経営企画部 情報システム室室長の川
上英清氏も次のように話しています。
「これまでは個別システムでしたので、仕入や販
売などのシステムが会計システムとはリンクしてい
ませんでした。一度紙に出してから再入力しなけ

IBMの食品・化学薬品系テンプレートSMOOTHにより、
SAP® R/3®をビッグバン導入

Overview

◆チャレンジ
 ・ 利益拡大による企業価値向上を支えるIT構築
 ・ 自社開発システムからの脱却

 ・ 初めてのERPをビッグバン導入

◆ソリューション
 ・ インダストリー：食品･衛生用品･医薬品等の開
発製造販売

 ・ 適用業務：統合基幹業務

 ・ ソフトウェア：SAP/R3

  SMOOTHテンプレート 

  Tivoli® 

  DB2® UDB

  WebSphere®

 ・ ハードウェア：IBM ® pSeries®  p650

  IBM   xSeries®  335

・ サービス：
 IBMビジネスコンサルティングサービス（株）システ
ム統合サービス

 Application Maintenance Service 

(AMS）

◆効果
 ・ 在庫管理精度向上、情報一元化/共有化、入
力データ･変更履歴参照精度向上、締処理時
間短縮、単価変更作業負荷軽減による業務効
率の向上

 ・ 実績情報のリアルタイム化、売掛金/買掛金
残高管理精度向上によるビジネス･スピードの
向上

 ・ データ構造及び組織･役割･責任の見直し、分
析機能構築による業務改革の推進
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ライセンスの値引きや製品支援、BAISIS教育な
どの支援をしてくれるということで、これも選択の
大きな要因になりました」(長島氏）

和光堂のSAP R/3導入は、ホストをはじめ、販
売、物流、生産、会計、人事にまたがる基幹システ
をすべて入れ替えるという大がかりなものでした。
「倉庫の合理化ということで自動倉庫システムと
も連携しており、さらに帳票ツール、自動FAX、EDI

サーバーも新たに導入し、システムとしてはまさに
ビッグバンでした」(長島氏)

ビッグバン導入に関して川上氏は次のように話し
ています。
「レガシーを残しながら段階的にやるとなると、古
いシステムとのインターフェースで苦労しなけれ
ばならないので、やはりビッグバンという選択肢が
ベストでした」

SAP R/3の導入にマッチしたIBMの
食品・化学薬品系テンプレートSMOOTH

和光堂はSAP R/3の導入にあたり、IBM製の食
品及び化学薬品系テンプレートSMOOTHを採
用。食品の品質管理や製造工程を含め、これま
でも基幹システム構築のコアとして実績のあるこ
のテンプレートを、日本IBMのコンサルタントがベス
ト･プラクティスとして選んだものです。
「予定より1ヵ月程度の遅れで開発にこぎつけら
れたのはSMOOTHのおかげ」（長島氏）という
感想は、このプロジェクトの大変さを物語ってい
ます。初めてのR/3、しかもビッグバン導入という
ことで、不安がなかったわけではないとのことで
す。そのために、システム開発の進め方や作業
のスケール感などを和光堂と日本IBMのスタッフ
とで共有すべく、プロジェクト立ち上げ早々に天
城で合宿形式のセミナーも行なわれました。

導入効果
生産管理や在庫管理などで
リアルタイムなデータの把握が可能に
システムのサービスインは、構想策定フェーズが
スタートしてから約1年半後の2004年11月。その
効果に関して長島氏は次のように話しています。
「製品の品質とも係わりのある生産管理ではト
レーサビリティーやロット管理のデータがすみや
かに取れるようになりました。在庫管理に関しても
リアルタイムで行なえるようになり、実績原価の把
握がスピーディーになりました。売掛金や買掛金
などの残高管理の精度が上がったことで、受注
業務がスムーズに流れています。また、自動倉庫
システムとの連携で、4つあった倉庫を2つに集約
することができました。サプライチェーンというもの
がR/3の中で見えていて、情報がリアルタイムに
上がり、それが全部会計につながっていて、日々
の決算データが手に取るようにわかる。これは大
きなことです」

また、ERPの導入効果は、単に業務効率を上げ
ることだけに求められるものではなく、業務改革
や経営改革という視点からも測られるべきです。
「サービスインからまだ1年。構想と現実との間に
はギャップもあり、その点では苦労しています。し
かしＲ/3導入を機に業務を見直して業務改革、
さらには経営改革をしていくというのが大きな目
標としてあり、そのよさを活かすためには、ある程
度はシステムに合わせなくてはならない。そうやっ
て、改革を進めていくというスタンスが私たちには
あります」（長島氏）

将来展望
システムの業務への定着化と
データの経営判断への活用
「IBMとは運命共同体の関係でありたい。だから
こそ、IBMには私たちの会社の仕事をもっと深く
理解してもらいたいのです」と強調する長島氏
は、それを大前提に今後の課題を次のように話し
ています。
「システムをそれぞれの業務にどう定着させ、安
定稼働させていくかが今後の大きな課題になり
ます。そのためにはApplication Maintenance 

Service(ＡＭＳ)支援が欠かせません。さらに売上
をはじめとする各種データの対前年比評価や
予測値･実績値の比較、傾向値など、R/3から上
がってくる指標を戦略的な経営判断に役立たせ
るためのシステムの有効活用や、システム拡張を
どう計画していくかなどコンサルティング面での支
援もIBMに期待しています」
川上氏は将来のことも含めて、今回の導入をこう
概括しています。
「まず、R/3を導入したことは間違いではなかっ
たと確信しています。会社が存続していくために
は、システムがしっかりしていなければならない
し、将来にわたって、その保証をいただいたと、今
回の導入を位置づけています」

G588-2683-00

R/3導入実績が
豊富なベンダーとして
日本IBMが選ばれ
導入後のコンサルティングにも期待
SAPもライセンスの値引きや
BAISIS教育などで
日本IBMと一体になって支援
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